
科目ナンバー   RMGT2372 

科目名   民事手続と法Ⅱ  

担当教員   佐藤　安紘  

対象学年   3年,4年   開講学期   後期  

曜日・時限   木４  

講義室   1207   単位区分   選  

授業形態   講義   単位数   2 

科目大分類 専門  

科目中分類 専門基幹  

科目小分類 専門基礎  

科目の位置付け（開発能力）

■ＤＰコード-学修のゴールを示すディプロマポリシーとの関連
  DP1-E〔学識・専門技能〕専門分野にかかる理論知と実践知を獲得し利用することができ
る。
  DP3-H〔論理的思考力・批判的思考力〕理路整然とした思考を備えつつ、偏りを排除するた
めの内省を持って、問題・課題を合理的に解決することができる。
  DP4-I 〔理解力・分析力〕文章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選
択、分析と加工を有効かつ円滑に行い、課題の解決につなげることができる。

■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを示すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
  E1  学識と専門技能（25％）
  H1  論理的思考（25％）
  H2  批判的思考（25％）
  I１  理解・分析と読解 (25%)  

教員の実務経験
弁護士として多様な紛争業務を扱ってきました。本授業では、紛争を解決する際の手続上のル
ールについて、実務上の知見と経験を活かして、社会生活の中から生じる紛争がどのように解
決されるのかを具体的に検討します（第1回～第15回）。  

成績ターゲット区分 ■成績ターゲット  能力開発の目標ステージと対応
  ３進行期～４発展期  

科目概要・キーワード

民事訴訟を通じて判決を得ても、そのままではその判決の内容を実現することはできません。
また、民事訴訟を通じて判決を得るためには相応の時間が掛かり、判決を得るまでに相手方の
財産が散逸してしまう可能性もあります。本講義では、前期で学修した民事訴訟の応用部分を
扱うとともに、判決を得た後に適用される民事執行のルールや、判決を無駄にしないための民
事保全というルールがどのようなものかを具体的に検討します。
授業形態は適宜双方向のやり取りを含めながら講義形式で行います。なお、対応するコンピテ
ンスに基づき効果的な授業方法として、又は各授業を補完・代替するためオンライン授業を一
部取り入れる場合があります。
■キーワード：紛争、民事執行、民事保全、紛争解決  

授業の趣旨 ■副題
紛争解決のルールを学ぶ。
■授業の目的
民事訴訟において得た判決がどのように実現されるのか、民事訴訟において得る判決を無駄に
しないために事前にどのような手続があるのかを具体的にイメージできるようになることを目
的とします。
■授業のポイント

タイトル「2024年度危機管理学部(公開用)」、フォルダ「実務経験のある教員による科目」
シラバスの詳細は以下となります。



法律や手続の学修は抽象的な議論になりがちですが、この講義では、できる限り、具体的な事
例を念頭に置いて、具体的に考えることを目指します。  

総合到達目標

民事訴訟の手続を更に深く学ぶとともに、民事訴訟を通じて得た判決の内容が具体的にどのよ
うなプロセスを経て実効的に実現されるのかの具体的なイメージを持てるようにするため、民
事訴訟法・民事執行法・民事保全法等に定められたルールを具体的な事例を通じて修得する。
・紛争解決全体の流れをイメージすることができる（第1回、第14回）。
・民事訴訟の具体的な手続についてイメージし、事例を交えて分かりやすく説明することがで
きる（第2～第5回）。
・民事執行の具体的な手続についてイメージし、事例を交えて分かりやすく説明することがで
きる（第6～第10回）。
・民事保全の具体的な手続についてイメージし、事例を交えて分かりやすく説明することがで
きる（第11～第13回）。  

成績評価方法

■以下の方法で総合的に評価します。
「授業参加度」として、授業中の質疑応答における発言を重視します。また、「授業内試験」
として授業で解説した紛争解決のルールの修得の程度を確認します。

■(適用ルーブリック-割合)E１（25％）、H１（25％）、H２（25％）、I１（25%）

■授業参加度(50％)、授業内試験(50％)
(評価基準)授業参加度の把握のため、毎回の授業中の発言の内容を見ます。筆記試験では設問
に対する問題の所在及びそれに対する自分の考えが分かりやすく論述されているかを見ます。
(フィードバック方法)質疑応答が終わった後、適宜、コメントします。筆記試験については授
業内で問題の所在や考え方を説明します。  

履修条件     

履修上の注意点     

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ　ガイダンス
　
②授業概要　本講義で扱う民事執行や民事保全の大きな流れをイメージできるようにな
る（E1、I1）。担当者の実務経験を踏まえて講義します。
　
③予習　なし
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。

2

①授業テーマ　民事訴訟の復習
　
②授業概要　前期で学修した民事訴訟の手続を説明できるようになる（E1、H1、H2、
I1）。担当者の実務経験を踏まえて講義します。
　
③予習　前期で学修した内容の復習（120分）
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。

3

①授業テーマ　判決の確定まで－上訴
　
②授業概要　控訴の手続についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例問題につ
いて自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経験を踏ま
えて講義します。
　
③予習　第2回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

4 ①授業テーマ　民事訴訟のその他の手続－証拠保全
　
②授業概要　証拠保全の手続についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例問題
について自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経験を
踏まえて講義します。
　
③予習　第3回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。



　
④復習　なし　

5

①授業テーマ　民事訴訟のその他の手続－秘密保持命令
　
②授業概要　秘密保持命令の手続についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例
問題について自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経
験を踏まえて講義します。
　
③予習　第4回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

6

①授業テーマ　民事執行－民事執行の全体像
　
②授業概要　民事執行の全体像についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例問
題について自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経験
を踏まえて講義します。
　
③予習　第5回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

7

①授業テーマ　民事執行－金銭執行（不動産からの回収）①
　
②授業概要　不動産執行の手続についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例問
題について自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経験
を踏まえて講義します。
　
③予習　第6回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

8

①授業テーマ　民事執行－金銭執行（不動産からの回収）②
　
②授業概要　不動産執行の手続についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例問
題について自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経験
を踏まえて講義します。
　
③予習　第7回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

9

①授業テーマ　民事執行－非金銭執行①
　
②授業概要　非金銭執行（引渡し、作為義務・不作為義務、等）の手続についてイメー
ジできるようになる（E1、I1）。事例問題について自分の考えを口頭で説明できるよう
になる（H1、H2）。担当者の実務経験を踏まえて講義します。
　
③予習　第8回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

10 ①授業テーマ　民事執行－非金銭執行②
　
②授業概要　非金銭執行（引渡し、作為義務・不作為義務、等）の手続についてイメー
ジできるようになる（E1、I1）。事例問題について自分の考えを口頭で説明できるよう
になる（H1、H2）。担当者の実務経験を踏まえて講義します。



　
③予習　第9回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

11

①授業テーマ　民事保全－民事保全の全体像
　
②授業概要　民事保全の全体像についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例問
題について自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経験
を踏まえて講義します。
　
③予習　第10回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

12

①授業テーマ　民事保全－仮差押え
　
②授業概要　仮差押えの手続についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例問題
について自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経験を
踏まえて講義します。
　
③予習　第11回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

13

①授業テーマ　民事保全－仮処分
　
②授業概要　仮処分の手続についてイメージできるようになる（E1、I1）。事例問題に
ついて自分の考えを口頭で説明できるようになる（H1、H2）。担当者の実務経験を踏
まえて講義します。
　
③予習　第12回の授業で提示する事例問題に取り組む（120分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。
　
　

14

①授業テーマ　全体のまとめ
　
②授業概要　第1回から第13回までに学修した内容を説明できるようになる（E1、H1、
H2、I1）。担当者の実務経験を踏まえて講義します。

③予習　第1回から第13回までのノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120
分）。
　
④復習　ノートやレジュメを用いて授業内容を振り返る（120分）。

15

①授業テーマ　授業内テスト
　
②授業概要　第1回から第13回までに学修した内容について時間内に事例問題に取り組
む（E1、H1、H2、I1）。テスト実施後に問題の所在や考え方を説明します。

③予習　なし
　
④復習　なし

関連科目 生活安全と法（民事法入門）（RMGT1401）、民事法Ⅰ（総則・物権）（RMGT2341）、民
事手続と法Ⅰ（RMGT2371）  

教科書 必要に応じてレジュメを配布します。  

参考書・参考ＵＲＬ  



連絡先・オフィスアワー ■連絡先：開講時に告知します。
■オフィスアワー：授業前後の時間に教室で対応します。  

研究比率

■危機管理領域との対応
  災害マネジメント25％；パブリックセキュリティ25％；グローバルセキュリティ25％；情報
セキュリティ25％
■危機管理と法学とのバランス
  危機管理学30％：法学70％  
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